















































































展開の概説であり，第Ⅱ部（3 ～ 7 章）では第
2 次大戦後から 50 次児童福祉法改正（1997 年）
までの児童養護政策の展開が分析され，第Ⅲ部
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存の関係にある
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費用対効果は求められぬ
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を経営存続に優先させるという言説はほとんど
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ジョーク
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つながると懸念した全養協の危機管理
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年代後半
3 3 3 3
に積惟勝によって提唱された施設処遇
3 3 3 3
論である集団主義養護論が出発点である」（15
頁）との説明は二重に不正確だ。積の集団主義
養護論提唱は 70 年代後半ではなく 60 年代であ
る。「集団主義養護論の提唱は 1964 年の第 18
回全国養護施設長研究協議会で，積が『養護理
論を積極化し，施設を集団主義的教育の場と
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場合に仕方なく行われる最後の手段











3 3 3 3 3
に他ならない。21 世紀において時
代錯誤でしかない社会的孤児院であるこの国の
児童養護施設は一体全体誰のために（何のため
に）存在しているのだろうか。ホロコーストの
さなかに 200 余名の子らとともに絶滅収容所の
（8）　ネルソン，C.他（2014）上鹿渡和宏他監訳・門脇陽子・森田由美訳（2018）『ルーマニアの遺棄された子どもた
ちの発達への影響と回復への取り組み─施設養育児への里親養育による早期介入研究（BEIP）からの警鐘』福村
出版。
91
書評と紹介
ガス室へ行進した孤児院長（彼の実践・思想が
国連子どもの権利条約の礎）の言葉（社会的養
護／養育の究極目標／方策の素朴な提示と評者
は信じているのであるが）で本稿を結ぼう─
「残虐な行為が当たり前になっている世界にお
いて，子どもの悲しい人生に強い影響を与える
のは，愛と理解と敬意を自分に示してくれた人
物―おそらく唯一の人物でしょうが―の
記憶でしょう。自分を絶対に失望させない人物
が一人でも存在していることを知っていたら，
子どもの将来や自己認識は違った道をたどるこ
とになるでしょう。」（9）
（吉田幸恵著『社会的養護の歴史的変遷─制
度・政策・展望』（MINERVA 社会福祉叢書
58）ミネルヴァ書房，2018 年7月，340 頁，定価
6,500 円＋税）
（つざき・てつお　京都府立大学名誉教授）
（9）　ジョウゼフ，S.（1999）拙訳（2001）『コルチャック先生のいのちの言葉』明石書店，107 頁。
